
令和８年６月 埼玉県教育局市町村支援部生徒指導課
１ 調査の趣旨

本調査は児童生徒のいじめ未然防止等の取組推進を目的として、県内（さいたま市除く）の公立学校に在籍する一部の小学生、中学生、高校生
並びに保護者に対して行ったものである。いじめの加害行為の要因を探るため、いじめに対する項目に加え、ストレスや学校風土、ネットトラブル
など児童生徒の特性や取り巻く環境に係る項目を調査・分析した。

２ 調査対象期間
令和７年１１月から１２月まで

回答数校種

7,186 人小学校

6,026 人中学校

4,926 人高等学校

4,664 人保護者

３ 調査対象

＜対象学年＞
 小学校３年生、小学校５年生、中学校１年生、高等学校１年生

＜対象校＞

１４７校（小学校６２校、中学校６２校、県立学校２３校）
 市町村立学校については、さいたま市を除く県内６２市町村の小学校１校、中学校１校

を無作為に抽出した１２４校
 県立学校のうち無作為に抽出した２３校

４ 調査項目・方法
いじめ、ストレス、学校風土、ネットトラブルなどに係る項目を児童生徒・保護者が回答フォームに入力

※本調査は県が独自に設定した項目で行い、学校がいじめ未然防止の取組を推進するための視点を得ることが目的の調査であり、学術的な結果を示すものではありません。
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Ⅰ いじめ加害・被害の経験率について

 小学校３年生においては、被害経験がある児童の割合は全体の３６％となり、学級の３分の１の割合である。
 小学校３年生から高校１年生と年齢が上がるにつれて被害経験率は減少する。
 小学校５年生、中学校１年生では、加害経験及び被害経験がある児童生徒は約１０％となり、１学級に複数名の割合で在籍し

ていると考えられる。



Ⅰ いじめ加害・被害経験の有無と各項目の関係について

意味のある関連がみられる（加害経験）

≪相関表の見方≫

意味のある関連が見られない

正の関連
いじめ加害（被害）経験がある児童生徒の方が

経験がない児童生徒より数値が高くなった項目

（＋）

（−） 負の関連

いじめ加害（被害）経験がある児童生徒の方が

経験がない児童生徒より数値が低くなった項目

※「意味のある関連」…統計処理による有意差

確率的に偶然とは考えにくく、意味があると考えられる

意味のある関連がみられる（被害経験）

小 学 校 ３ 年 生
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※調査無し

※家庭との関係（−）

※学校への登校、勉強
家庭とのこと（＋）

※居心地の良さ（−）
悪ふざけの許容（＋）

※調査無し

※じっくり話を
聞いてあげる（＋）

コーピング ストレッサー

関係性 いじめの理解

学校風土援助行動 いじめの
被害経験

ストレス反応

スマホ利用

令和７年度こころのSIGNアンケート（埼玉県児童生徒等実態調査）結果



Ⅰ いじめ加害・被害経験の有無と各項目の関係について

小 学 校 ５ 年 生
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※聞いてもらう（＋）
方法を考える（＋）
あきらめる（＋）など

※先生との関係（−）
家庭との関係（−）

※学校への登校、勉強
家庭とのこと（＋）

※居心地の良さ（−）
悪ふざけの許容（＋）
注意できない（＋）

※ルールを決めている（＋）

※一緒に大人に相談（＋）
聞きたくないと断る（＋）

コーピング ストレッサー

関係性 いじめの理解

学校風土援助行動 いじめの
被害経験

ストレス反応

スマホ利用

※イライラする、頭が痛いなど（＋）

※正しいいじめの理解（−）

※聞いてもらう（−）
あきらめる（＋）など

※学校への登校、勉強
家庭とのこと（＋）

※居心地の良さ（−）
悪ふざけの許容（＋）
緊張感（−）

コーピング ストレッサー

関係性 いじめの理解

学校風土援助行動 いじめの
加害経験

ストレス反応

スマホ利用

※イライラする、頭が痛いなど（＋）

※正しいいじめの理解（＋）

※じっくり話を
聞いてあげる（−）

意味のある関連がみられる（加害経験）

意味のある関連がみられる（被害経験）
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中 学 校 １ 年 生
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※あきらめる（＋）
ポジティブ思考（−）
考えないようにする（−）
好きなことをする（−）
話を聞いてもらう（＋）

※先生との関係（−）
家庭との関係（−）

※学校への登校、勉強
家庭とのこと（＋）

※居心地の良さ（−）
個性受け入れ（−）
悪ふざけの許容（＋）
緊張感（−）
注意できない（＋）

※ルールを決めている（＋）

※一緒に大人に相談（−）

コーピング ストレッサー

関係性 いじめの理解

学校風土援助行動 いじめの
被害経験

ストレス反応

スマホ利用

※イライラする、頭が痛いなど（＋）

※正しいいじめの理解（−）

※聞いてもらう（−）
方法を考える（−）

※学校への登校、勉強
家庭とのこと（＋）

※居心地の良さ（−）
悪ふざけの許容（＋）
緊張感（−）
注意できない（＋）

コーピング ストレッサー

関係性 いじめの理解

学校風土援助行動 いじめの
加害経験

ストレス反応

スマホ利用

※イライラする、頭が痛いなど（＋）

※正しいいじめの理解（＋）

※大人に一緒に
相談（−）

※ルールを決めている（＋）
※先生との関係（−）
家庭との関係（−）
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意味のある関連がみられる（加害経験）

意味のある関連がみられる（被害経験）



Ⅰ いじめ加害・被害経験の有無と各項目の関係について

高 校 １ 年 生
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※好きなことをする（−）

※先生との関係（−）
家庭との関係（−）

※学校への登校、勉強
家庭とのこと（＋）

※居心地の良さ（−）
個性受け入れ（−）

※ルールを決めている（＋）

コーピング ストレッサー

関係性 いじめの理解

学校風土援助行動 いじめの
被害経験

ストレス反応

スマホ利用

※イライラする、頭が痛いなど（＋）

※あきらめる（＋）
※学校への登校、勉強
家庭とのこと（＋）

※悪ふざけの許容（＋）
注意できない（＋）

コーピング ストレッサー

関係性 いじめの理解

学校風土援助行動 いじめの
加害経験

ストレス反応

スマホ利用

※イライラする、頭が痛いなど（＋）

※正しいいじめの理解（＋）※家庭との関係（−）
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意味のある関連がみられる（加害経験）

意味のある関連がみられる（被害経験）
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結果から見えたいじめ加害児童生徒像
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好 まし く な い 学 級 の 雰 囲 気

 悪ふざけを面白がる雰囲気

 嫌がらせを注意できない
雰囲気

ストレス対処が上手にできない

 生活環境にストレッサーが
多い

 イライラ等のストレス反応が
高い

 自ら誰かに相談する等の
コーピングが少ない

サ ポ ー ト 資 源 が 十 分 で な い

 学校や家庭で自分の悩み
を話す機会が少ない

 学校や家庭で苦しいとき
に気持ちを休められない

いじめ加害行為の可能性が高まる

 ストレッサー：ストレスを感じる場面

 コーピング：ストレスへの対処法

 ストレス反応：ストレスによる心身への影響

※従来の心理研究結果によると、ストレス反応が高い場合に
いじめ行為の可能性が高まることが示されている。



Ⅰ いじめ加害・被害経験の有無と各項目の関係について

SAITAMAいじめ未然防止メソッド
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ストレス反応

コーピング
ストレッサー

学級等の
雰囲気

学校や家庭の
援助体制
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悪ふざけを面白がる雰囲気や悪いことを注意でき
ない雰囲気は早急に改善していく必要がある。教
員間で情報共有をする中で、様々な角度から学級
の状況を把握し、学級の雰囲気の改善に努める。

児童生徒が対処法を増やしたり、自分に合った対
処法を見つけたりする機会が必要である。子供の
心理に着目した教育等の実施により児童生徒の
様々なスキルを高めるアプローチを行う。

アンケート等でその原因を把握し、環境を整えて
いくことが必要である。例えば友人関係へのスト
レスを感じているのであれば、その関係改善に向
けたアプローチを行う。

学校を安心して通える環境にするための取組に加え、
学校でイライラしたり、攻撃的になっている様子を把
握した際には、家庭との情報共有を行い、家庭・学校
両面からのサポートを進める。

呼吸法や弛緩法等によって体をリラックスさせることが考え
られる。また、小学校低学年においてはストレス反応自体に気
付くことができていない可能性もあるため、日々の声がけや
面談等をとおして心理的支援も必要である。

加害行為の減少

いじめ未然防止

いじめ被害の減少

従来の「いじめの理解を深めるための取組」に加えて、推進していただきたい５つのポイント
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